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第五周 各種可検材材ト喰商子数「了一」トノ関係

（第五表乃至第八表参照）

一 － l 
下一「E〆7一、干二二－二

一「J J一一二J 

2•・

三
八

O

各種可検材料エヨノレ血液翠位容古内白

血球数ノ推移（増減比率二テ示ス）

f第五表乃至第八表）

第六岡

（
第
式
競

一一

O
）

3•・

及
ピ
八
時
間
目
ノ
数
A

他
ノ
二
者
ノ
夫
ヨ

9
3混
一
一
大
ナ
リ
っ
線
和
A

三
十
分
業
櫨
液
－
て
プ
A

一
七

0
・
五
ニ
ジ
ア
最
大
、
原
漉
液
－
一
－
7

A

五
一
・

O
ニ
シ
ア
之
レ
ニ
究
ギ
、
血
清
食
臨
水
－
一
ア
A

ご
二
四
・
五
ニ
シ
ア
第
三
位
ヲ
占
メ
、
百
二
十
分
煮
櫨
液
ニ
ア
A

一
六
・

O
ニ
シ
ア
最

小
且
ッ
他
ニ
比
シ
甚
ダ
小
ナ
リ
キ
。

（
二
）
被
喰
菌
数
「
蘭
」
ノ
椎
移
λ

「
喰
」
ト
略
々
相
等
ジ
キ
モ
原
漉
液
ノ
場
合
ノ

十
分
茶
漉
液
ニ
ア
ハ
九

0
7
0
一一
U
V
4
7

最
大
、
原
櫨
液
↑
7
7
A
八
四
三
・

0

・－

運

7
小
ニ
ジ
’
7
七
O
六
・
玉
、
血
清
食
車
水
ニ
ア
A

ム
ハ
八
六
・

0
・
－
シ
ア
最
小
ナ

四
時
間
目
A

二
時
間
目
ト
大
ナ
w
戸
建
化
ナ
カ
リ
キ
。
総
和
ご
ニ

シ
ア
之
レ
ζ

究
ギ
、
百
二
十
分
業
櫨
液
一
で
7
A
前
二
者
ヨ

y
モ

q
’キ・。



（
三
）
喰
菌
子
教
「
子
」
ヲ
観
Y

ニ
其
ノ
推
移
A

「
喰
」
及
ピ
「
菌
」
－
一
於
ヶ
Y
ト
同
一

一ジ
e

ア、

業
ノ
総
和
A

血
清
食
瞳
水
－
一
ア
A

八
二

0
・五、

百
二
十
分
業
鴻
液
ユ
ア
A

八
二
二
・
五
ニ
シ
ア
略
々
相
等
シ
ク
、

原
鴻
液
－
一
－
ア
月
九
九
四
・

o、
三
十
分
業
鴻
液
ニ
ア
A

一
O
七
二
・

O
ニ
ジ
ア

前
二
者
ヲ
蓮
－
一
凌
駕
シ
此
中
ュ
ア
三
十
分
業
櫨
液
ノ
成
績
A

最
良
ナ
リ
キ
。

（
四
）
血
液
一
立
方
粍
内
白
血
球
敷
A

何
レ
ノ
注
射
材
料
ニ
ア
毛

一
時
間
目
A

減
少
シ
ア
注
射
前
ヨ
リ
モ
小
ト
ナ

y
後
増
加
シ

二
時
間
目
最

高
－
二
連
シ
葉
ノ
後
減
少
ジ
タ
Y
J
刀、

原
櫨
液
－
一
－
ア
A

減
少
度
急
激
－
一
シ
ア
八
時
間
目
A

却
ア
白
血
球
過
少
ト
ナ
レ
リ
。
総
和
川
原
鴻
液
及
ピ
三

十
分
業
減
液
－
一
ア
A

略
々
相
等
シ
キ
毛
前
者
少
ジ
グ
大
、
血
清
食
関
水
及
ピ
百
二
十
分
業
滅
液
－
一
－
プ
A

略
々
相
等
シ
ク
前
二
者
ヨ
リ
モ
硝
々
小

ナ
リ
ノ
キ。

増
減
比
率
A

原
減
液
－
一
－
プ
A

最
大
ユ
ジ
ア
三
十
分
業
鴻
液
、

血
清
食
盟
水
、

百
二
十
分
業
鴻
液
ノ
順
序
－
一
小
ナ
リ
ノ
キ
。

八
、
所
見
概
括
反
ビ
考
察

第
一
表
乃
至
第
八
表
ノ
成
績
ヲ
線
括
表
示
ジ
第
九
表
ヲ
得
タ
リ
、
マ
タ
喰
蘭
子
敷
及
ピ
喰
菌
牽
ト
注
射
量
ト
ノ
関
係
ヲ
曲
線
－
一
ア
一
不
シ
第
七

及
ピ
第
八
闘
ヲ
得
タ
リ
。

第

九

表

二
十
凶
時
間
目
濃
胸
膿
？
以
テ
ノ
各
注
射
材
料
－
一
ヨ
ル
喰
菌
作
用
線
括

1
3旦｜川
一
白
一
子
市
盛
時
曙
直

1
7
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「
｜
一

百

判
官
幡
市
す
i

e
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肌
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肌

一
竺

豆

諸

一

－歪一
五一
山

一章

表

！

一

吋l
q
寸
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百
一
口
八
↑
幻

一第
一
一
表
一
原
一
時
液
一
一
、
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一
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一
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一
一
一
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一
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山

一
第
六
夫

区
間
一
二
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伽
一
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司
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一

lu一州引
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一i
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u
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1
1
1
1
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I
l
l
＝1
1
1
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iq
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J
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岳
l

－

前
一
町
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一

0

4

一
郎

一
肌

一

日

一

4
4一

五O
五八回
一
日
百
四
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前
一
紅
粉

一

一・
0

一
川

一
川

凶

一

一一
じ八六回
一
則

一第
八
表

令
会
白
血
球
数
ト
中
性
多
型
核
白
血
球
%
数
ト
ヨ
リ
ノ
換
算
鍛
ナ
リ

持
血
清
食
腹
水
ト
ハ

0
・
八
五
%
食
脱
水
ヲ
以
テ
二
倍
＝
稀
縛
セ
ル
正
常
家
兎
血
清
ナ
リ
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（
第
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抽
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食
歯
止
苧
↑
｜
｜

（
一
）
血
液
車
位
容
積
内
白
血
球
数
A

何
V

ノ
注
射
材
料
一
一
ア
モ
注
射
量
ァ

0
・
五
括
ヨ

9
7
0托
－
一
増
量
セ
M

戸
時
減
少
セ
シ
毛
、
増
減
比
率

A

注
射
量
ノ
増
量
一
一
連
レ
ア
増
加
セ

y
。

（
二
）
血
液
車
位
容
積
内
白
血
球
数
ノ
増
減
比
率
ノ
常
ニ
最
大
ナ

9
ジ
A

原
総
液
注
射
動
物
－
一
シ
ア
、
毎
常
三
十
分
業
漉
液
、
血
清
食
盤
水
、

百
二
十
分
業
樹
液
ノ
順
序
－
一
小
ナ

y
キ
内
印
チ
原
誠
波
注
射
動
物
ニ
ア
A

白
血
球
数
ノ
動
揺
最
大
ニ
シ
ア
是
レ
加
チ
其
ノ
毒
力
最
大
ナ

Y
ヲ
標

示
ス
Y

モ
ノ
ナ
リ
。

（
三
）
喰
前
作
用
ノ
標
徴
タ
’

Y
喰
蘭
子
敏
郎
チ
喰
菌
作
用
A

注
射
量
ノ
増
量
－
二
連
行
ジ
ア
増
大
セ
リ
。

（
四
）
然
ジ
ア
三
種
憾
液
ヲ
以
－
プ
ノ
喰
菌
子
教
A

血
清
食
膿
水
ノ
夫
ヲ
何
レ
／
場
合
－
一
ア
モ
凌
駕
セ
リ
。
印
チ
血
清
食
瞳
水
ヲ
以
－
ア
ノ
喰
菌
作

用
促
進
程
度
ハ
最
小
ナ

y
キ
o

〈
玉
三
ニ
種
描
液
ノ
間

一て
7ρ

0
・
五
括
注
射
／
場
合
』
原
暗
躍
注
射
動
物
最
大
、
百
二
十
分
費
描
披
注
封
動
物
之
レ
－
7
究
M
T

三
十
骨
葉
植
被



注
射
動
物
最
小
ナ

y
キ
、
ル
い
（
山
プ
小
島
wrル
ハ
ゅ
ん
に
一
づ
一
ム
い
が
あ
ゆ
め
必
め
動
恥
動
力
山
ヤ
ハ
恥
恥
恥
必
船
酔
ゆ
炉
「
一
勧
わ
か
hr
、

F
1一

十
分
実
鴻
液
注
射
動
物
A

前
二
者
－
一
比
ジ
頴
著
ノ
差
ア
以
－
プ
最
小
ナ

y
キ
。
郎
チ
喰
菌
子
教
ノ
最
大
ナ

y
シ
A

用
量

0
・
玉
詑
ノ
時
丹
原
減
液

用
量

7
0托
ノ
時
A

三
十
分
業
鴻
液
注
射
動
物
ナ
柑
ノ
キ
。

（
六
）
中
性
多
型
核
白
血
球
総
数
（
第
九
表
牽
照
）
ヲ
観
y

＝0
・
五
耗
注
射
ノ
場
合
A

原
減
液
注
射
動
物
ガ
三
十
分
業
滅
液
注
射
動
物
ノ
夫
ヨ

9
毛
大
ニ
シ
ア
喰
菌
子
数
手
亦
タ
大
、
一
・

O
括
注
射
ノ
場
合
三
二
十
分
業
減
液
注
射
動
物
ノ
方
ガ
原
鴻
液
注
射
動
物
ノ
夫
ヨ
リ
モ
大
ニ
シ
ア

喰
菌
，
十
数
モ
亦
タ
大
ナ

y
キ
。
是
一
一
由
ツ
ア
観
レ
バ
原
鴻
液
及
ピ
三
十
分
業
漉
液
ニ
－
プ
ノ
喰
菌
子
敷
A

中
性
多
型
核
白
血
球
線
敷
ノ
大
小
－
一
ヨ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、

リ
左
右
セ
ラ
レ
タ
Y

ヲ
示

v
．
雨
櫨
液
ノ
喰
矯
作
用
能
働
力
ュ
大
ナ
ル
淫
庭
ノ
存
セ
ザ
Y

ヲ
知
叶
ノ
得
ペ
シ
。

（
七
）
然
Y

－
一
喰
菌
宰
A

何
レ
ノ
注
射
量
ノ
場
合
毛
原
稿
液
及
ピ
三
十
分
業
滅
液
注
射
動
物
A

略
々
相
等
シ
キ
モ
僅
カ
ノ
差
乍
ヌ
常
－
二
二
十

分
業
鴻
液
注
射
動
物
ノ
方
ガ
大
、
血
清
食
盤
水
及
ピ
百
二
十
分
業
憾
液
注
射
動
物
ノ
喰
菌
率
A

略
々
相
等
ジ
ク
然
モ
前
二
者
二
比
ジ
甚
ダ
小
ナ

叶ノキ
。

以
上
ノ
事
賞
－
一
立
脚
ジ
三
十
分
業
鴻
液
ト
原
鴻
液
ト
A

其
ノ
喰
燈
作
用
能
働
力
殆
ン
ド
相
等
シ
グ
ジ
ア
葉
ノ
毒
カ
A

後
者
遺
－
一
前
者
ヨ

y

モ
大
、
血
清
食
醸
水
及
ピ
百
二
十
分
業
漉
液
A

其
ノ
喰
燈
作
用
能
働
力
及
ピ
毒
力
共
二
剛
二
者
ヨ
η
ノ
モ
小
一
一
シ
ア
、
相
互
間
ニ
ア
A

喰
盤
作
用

能
働
力
A

百
二
十
分
業
鴻
液
大
、
毒
力
A

血
清
食
堕
水
大
ナ
Y
ヲ
認
識
シ
得
ペ
ジ
。

即
チ
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
戚
染
後
二
十
四
時
間
目
ノ
未
ダ
著
明
エ
膿
性
ヲ
呈
セ
ザ
リ
ノ
ジ
惨
出
液
ニ
ア
A

其
ノ
中
－
一
生
活
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
ヲ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

培
養
－
一
ヨ

y
立
謹
ジ
得
ト
雄
、
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ノ
産
生
A

不
十
分
－
一
シ
－
ア
唯
グ
辛
ヲ
ジ
ア
喰
前
率
ノ
上
－
一
ノ
ミ
三
十
分
業
漉
液
ガ
僅
カ
－
一
優

V

Y

7
微
カ
ニ
読
明
ジ
得
Y
程
度
－
－
過
ギ
ズ
、
未
ダ
以
－
プ
明
確
－
一
喰
燈
作
用
能
働
力
ノ
差
異
ア
示
サ
v
u
y

ヲ
知
山
戸
。
是
レ
思
フ
ニ
組
織
戚
染
ノ

初
期
（二
十
四
時
間
目
）
F

一
於
ア
A

病
原
菌
ハ
人
工
培
養
基
上
ノ
二
十
四
時
間
目
ニ
於
ヶ
y

d

N

如
ク
十
分
ナ
Y
接
生
ヲ
途
グ
得
ズ
、
「
イ
ム
ベ
ヂ

ン
」
ノ
産
生
モ
亦
タ
従
ッ
ア
微
量
ナ
Y

－一由
Y

モ
ノ
ナ
ヌ
ン
。
故
－
一
菌
戚
染
ヨ
リ
二
十
四
時
間
目
迄
ノ
間
A

所
謂
前
炎
症
期
（
皆
ζ
E
E
H｝
2
5出

辛
口

5
5
2
2）－一一一属ス
Y

モ
ノ
ニ
ぞ
プ
菌
ノ
繁
殖
モ
旺
盛
ナ
ラ
ズ
「
イ
ム
ペ
ヂ
シ
」
ノ
産
生
モ
亦
タ
不
十
分
ナ
Y

モ
ノ
ト
理
解
セ
ラ
Y
。
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第
六
巻

各種可検材料ト日食細胞数「喰」及ピ被喰探i数
「蘭川、／闘係（第卜凶表乃至第十七表多用）

一一一一血清食糧＊ 1.0沌加j~j液1.0主J;j
一一一一 原憾液 l.O;i<g加l筑波l.0Jl1j( 
一一一・三十分煮鴻液 1.0制服i液1.0路！注射／場合

百二十分講：l!ll¥液 1.0銘力目的液i.onJ
（以下第十四悶迄之＝準ズ）

有1十二闘

I
I
E
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r園、
原

箸...... 

事t

瀬

各種可検材料ト日食繭子童文「子」トノ関係

（第十匹l表乃至第十七表参照）

τ予科、 1 一一寸
「「｜ 一一←一一＼持ミ：モミ去二~；
↑，UL一一一._ _j －－－－~］：－ 

各機材料L ヨル血液単位容積内白血球

数ノ推移u曾減比率ーテ示ス）
（第十四表乃至第十ヒ表参照）

第十凶闘

九。
（
第
武
波

一
二

O
〉

第十三悶

Jo 

25 

！；ー－

所

見

概

括

（
一
）
喰
細
胞
数
「
喰
」
ヲ
観
Y

二
血
清
食
騨
水
エ
ア
A

三
十
分
目
迄
擾
化
ナ
ク
以
後
増
加
セ
シ
ザ
、
原
油
液
一
一
－
7

A

一
時
間
目
迄
、
三
十
分
及

ピ
百
二
十
分
素
描
液
ニ
ア
A

三
十
分
目
迄
減
少
シ
タ
M
Y

後
増
加
シ
、
百
二
十
分
業
滴
液
注
射
動
物
ガ
一
時
間
目
ヨ
リ
減
少
セ
Y
外
他
A

何
レ
屯

二
時
間
日
以
後
戚
少
セ
リ
。
最
大
ナ

y
シ
A

百
二
十
分
煮
鴻
液
・
で
ア
十
五
分
目
ナ

y
v
外
他
ハ
二
時
間
目
ナ
リ
キ
。
綿
和
三
二
十
介
業
櫨
液
注

射
動
物
一
五
九
・
五
品
ジ
ア
掛
然
一
頭
地
7
抜
キ
、
百
二
十
升
素
描
液
注
射
動
物
一
四
三
・
五
－
シ
ア
之
レ

一－
戎
ギ
、
原
鴻
波
注
射
動
物
一
三

7
0
－－
ジ
ア
第
一二
位
ヲ
占
メ
、
血
情
食
関
水
注
射
動
物
－

O
五
・
五
｝
シ
’
7
最
小
ナ

y
キ
O



（
二
）
被
喰
菌
数
「
菌
L

A

血
清
食
鞭
水
、
原
櫨
液
及
ピ
三
十
分
業
漉
液
－
一
ア
A

何

ν
モ
十
五
分
自
ヨ
叩
ノ
増
加
シ
三
十
分
業
鴻
液
注
射
動
物
ガ
－

時
間
目
－
一
三
十
分
目
ヨ
叶
ノ
モ
減
少
セ
ジ
毛
二
時
間
目
最
大
ト
ナ

y
、
百
二
十
分
業
滅
液
ニ
ア
A

十
五
分
目
ヨ

y
三
十
分
目
迄
減
少
シ
タ

Y
後
増

加
ジ
一
時
間
目
最
大
ト
ナ

ν
9
。
線
和
A

三
十
分
業
鴻
液
－
一
4

7

A

七
四
三
・
五
－
一
ジ
ア
最
毛
一
優
秀
、
百
二
十
分
業
鴻
液
－
一
ア
A

六
六
五
・
五
－
一
シ

ア
次
位
－
一
位
ジ
、
原
鴻
液
－
一
－
7

A

五
六
二
・
五
－
一
シ
ア
之
レ
ユ
究
ギ
、
血
清
食
瞳
水
－
一
－
7

A

五
三
八
・
五
－
一
ジ
ア
最
小
ナ
リ
ノ
キ
。

（
三
）
喰
菌
子
敷
「
子
」
ノ
推
移
A

何
レ
ノ
注
射
材
料
ニ
ア
モ
「
菌
」
－
一
於
ケ
Y
ト
略
々
同
一
関
係
ヲ
示
ジ
、
飽
和
三
二
十
分
業
鴻
液
－
一
－
ア
A

九

O

三・

O
－
一
シ
ア
最
モ
優
秀
耕
然
一
頭
地
ヲ
抜
キ
、
百
二
十
分
業
鴻
液
－
一
ア
A

八

O
九・

O
－
一
ア
之

ν
－
一
究
ギ
、
原
鴻
液
－
一

－ア
A

六
九
三
・
五
－
一
シ

ア
大
ナ
Y
差
ヲ
以
－
プ
三
鴻
液
中
最
小
、
血
清
食
韓
水
一
一
－
プ
A

六
四
四
・

O
ニ
ア
最
小
ナ
9
キ
。

（
四
）
血
液
一
立
方
粍
内
白
血
球
数
A

何
V

ノ
注
射
材
料
ニ
ア
モ
十
五
分
目
以
後
急
速
－
一
増
加
シ
二
時
間
目
最
高
ト
ナ
リ
後
漸
究
減
少
セ

9
0

総
和
A

大
差
ナ
カ
リ
シ
モ
原
鴻
液
及
ピ
百
二
十
分
業
鴻
液
注
射
動
物
A

他
二
者
二
比
シ
稿
々
大
ナ

y
キ
。
増
減
比
率
A

大
ナ
Y
差
ヲ
以
ア
原
減

液
注
射
動
物
最
大
敷
ヲ
示
シ
、
三
十
分
業
瀦
液
及
ピ
血
清
食
盟
水
注
射
動
物
A

略
々
相
等
シ
ク
ジ
ア
中
間
ニ
位
シ
、
百
二
十
分
注
射
動
物
最
小

ナ
リ
キ
。

ハ
、
所
見
綿
括
及
ビ
肴
察

賞
験
第
一
及
ピ
第
二
ノ
成
績
ヲ
総
括
表
示
ジ
ア
第
十
八
表
ヲ
得
、
更
－
一
曲
線
－
一
ア
示
ジ
第
十
五
及
ピ
第
十
六
岡
ヲ
得
夕
日
ノ
。

（
二
血
液
草
枕
容
積
内
白
血
球
数
A

何
レ
ノ
注
射
材
料
－
一
ア
モ
注
射
量
ヲ

0
・
玉
鉛
ヨ

y
了
O
括
－
一
増
量
セ
U
Y

ニ
逆
行
シ
ア
減
少
セ
リ
。其

ノ
増
減
比
率
月
一
注
射
量
－
一
蓮
行
シ
－
プ
何
レ
モ
著
シ
ク
増
大
セ

y
。
減
少
及
ピ
増
大
共
－
一
葉
ノ
度
最
大
ナ
リ
ノ
U

V

A

原
鴻
液
注
射
動
物
ナ
リ
ノ
キ
。

（
二
）
血
液
車
位
容
積
内
白
血
球
数
ガ
何
レ
ノ
注
射
量
－
一
ア
モ
常
－
一
最
大
ナ

y
シ
A

原
櫨
液
注
射
／
場
合
－
一
ジ
ア
、
且
ツ
ソ
ノ
増
減
比
率
ノ
常

司
一
最
大
ナ
リ
ジ
モ
原
鴻
液
注
射
ノ
場
合
ナ

y
キ
。
郎
チ
原
稿
液
A

毒
力
最
屯
強
大
ナ

y
。
他
ノ
注
射
材
料
－
一
－
プ
A

三
十
分
業
鴻
液
ノ
毒
カ
之
レ

』
一
衣
ギ
、
血
清
食
瞳
水
ノ
毒
力
A

前
者
ヨ
η
ノ
僅
カ
ニ
一
場
ク
、
百
二
十
分
業
鴻
液
ノ
毒
力
A

最
予
微
弱
－
一
一
不
サ

ν
タ
リ。

（
三
）
喰
菌
子
教
A

何
レ
ノ
注
射
材
料
ニ
ア
モ
注
射
量
二
逆
行
シ
ア
減
少
セ

y
然
レ
ド
モ
柔
鴻
液
ヲ
以
ア
セ

Y
際
ノ
減
少
A

他
ノ
ニ
者
－
一
比

第
六
巻
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日目膿胸膿ヲ以テノ各注射材料エヨル喰菌作用総括
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長
会
白
血
球
数
ト
中
性
多
型
核
白
血
球
M
N
鍛
ト
ヨ
リ
／
換
算
数
ナ
P

帯
血
清
食
堕
水
ト
ハ

0
・
八
五
%
食
強
水
－
－
テ
二
倍
ニ
稀
縛
セ
ル
正
常
家
兎
血
清
ナ
リ

三
九
二

（
第
戒
措
蜘

各種抗原波注射量ト喰l智子数

トノ関係（第十八表参照）
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u
v
y
ノ
度
僅
徴
－
－
シ
ア
、
原
鴻
液
及
ピ
血
清
食
盟
水
ヲ
以
ア
ノ
減
少
A

略

々
相
似
タ
M
F
4
t

．
原
漉
液
注
射
ノ
場
合
最
毛
顕
著
ナ
p
h
f
o

（四
V

何
V

ノ
荏
射
量
－
F
e
7
モ
常
ニ
最
大
喰
菌
子
教
7
示
ジ
タ
u
r
A

三
十
分
業
櫨
液
注
射
動
物
ナ

y
。
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注
射
動
物
う
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一
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0
・
五
托
ノ
場
合
A

原
樹
液
注
射
動
物
－
一
造
カ
ニ
劣
リ
血
清
食
瞳
水
注
射
動
物
－
一
相
似
タ
グ
’
毛
‘
了

O
括
ノ
場
合
－
一
A

耕
然
之

v
等
ヲ
扶
キ
三

十
分
業
捕
液
注
射
動
物
ニ
・
次
ギ
タ

y
。
原
漉
液
注
射
動
物

A
0
・
五
括
ノ
場
合
二
二
十
分
業
櫨
液
注
射
動
物
ユ
及
バ
ズ
、

7
0托
ノ
場
合
三
二

十
外
業
櫨
液
注
射
動
物
－
二
勿
論
百
二
十
分
業
鴻
液
注
射
動
物
－
一
グ
ニ
及
バ
ザ

y
キ。

（
五
）
中
性
多
型
核
白
血
球
線
数
（
第
十
八
表
塞
照
）
ト
喰
菌
子
教
ト
ノ
関
係
ヲ
観
Y

ュ
三
十
分
業
鴻
液
－
一
－
7

A

0
・
五
括
ノ
場
合
中
性
多
型
核

白
血
球
数
最
小
、

7
0括
ノ
場
合
他
ト
略
々
相
等
ジ
キ
ニ
何
レ
ノ
場
合
毛
常
ニ
喰
蘭
子
教
A

最
大
－
一
シ
ア
耕
然
一
頭
地
ヲ
抜
キ
、
百
二
十
分

業
鴻
液
－
一
，プ
A

中
性
多
型
核
白
血
球
数
迄
－
一
少
ナ
キ

0
・
玉
括
ノ
場
合
ノ
ミ
原
減
液
注
射
動
物
－
一
及
バ
ズ
、
中
性
多
型
核
白
血
球
数
略
々
相
等

ジ
キ

7
0
蛇
ノ
場
合
ニ
ハ
喰
蘭
子
数
A

蓬
－
一
原
液
液
－
一
一
於
ケ

Y
夫
ア
凌
駕
ジ
第
二
位
ナ
リ
ノ
キ
。
然
山
て
一
原
滅
液
－
一
ア
A

中
性
多
型
核
白
血
球

線
数
甚
グ
大
ナ
Y
差
ヲ
以
ア
最
大
ナ
U

F

O

－
五
耗
ノ
場
合
－
一
ア
モ
百
二
十
分
実
鴻
液
注
射
動
物
ノ
喰
菌
子
教
ヨ

y
僅
カ
－
一
大
ユ
ジ
ア
宅
モ
三
十

分
煮
滅
液
注
射
動
物
ニ
及
バ
ズ
、
白
血
球
総
数
略
々
相
等
シ
キ
一
・

O
括
ノ
場
合
一
一
A

柔
鴻
液
注
射
動
物
一
一
比
ジ
宜
（
ノ
喰
菌
子
敷
A

大
ナ

Y
差

ヲ
以
ア
最
小
ナ

y
キ。

（
六
）
喰
菌
奉
ヲ
観
Y

ニ
常
二
最
大
ナ
Y

A
三
十
分
業
椋
液
－
一
し
て
ア
、
百
二
十
分
業
鴻
液
之
－
一
究
ギ
、
原
鴻
液
－
一
－
ア

λ
0・
五
蛇
ノ
場
合
A

血

清
食
間
水
エ
モ
及
バ
ズ
且
ッ
何
レ
ノ
場
合
－
一
モ
裳
鴻
液
－
一
比
シ
造
二
小
ユ
ジ
ア

7
0托
ノ
場
合
葉
ノ
差
金
々
編
著
ナ
リ
ノ
キ
。

以
上
ノ
事
賞
A

原
鴻
液
A

二
回
毒
力
最
毛
強
大
－
一
ジ
ア
他
面
喰
燐
作
用
能
働
力
三
二
一蹴
液
中
最
小
－
一
－
7

僅
カ
－
一
血
清
食
盟
水
ヨ
リ
大
ナ

y

－
一
過
ギ
ザ
Y

ニ
反
シ
、
三
十
分
業
漉
液

A原
液
液
ヨ
リ
モ
毒
力
進
一
一
小
－
一
ジ
ア
然
モ
喰
雄
作
用
能
働
力

A
最
モ
優
秀
、
百
二
十
分
煮
櫨
液

A毒

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

カ
最
モ
微
弱
ニ
ジ
ア
喰
燐
作
用
能
働
力
A

雨
者
ノ
中
間
－
一
位
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y

コ
ト
ヲ
讃
明
ジ
得
タ
U
F

モ
ノ
ナ
リ
。
是
レ
明
白
ェ
－
喰
菌
作
用
上
－
一

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ア
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
L
現
象
ガ
立
讃
セ
ラ
レ
タ
Y

モ
ノ
ニ
シ
ア
、
黄
色
葡
萄
蹴
球
商
戚
染
三
日
目
ノ
膿
中
－
一
A

明
白
ニ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
郎
チ
各
種

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

免
疫
的
機
碑
阻
止
物
質
ノ
産
生
セ
ア
レ
屑
Y
ヲ
認
メ
符
タ
7
0

丙
、
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
戚
染
七
日
後
肋
膜
腔
内
園
田
生
ゼ
ル
膿
ヲ
以
テ
ノ
賓
駿

膿
A

濃
厚
帯
黄
灰
白
色
－
一

vdプ
塗
抹
検
鏡
及
ピ
培
養
－
一
ヨ

y
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
ヲ
讃
明
セ
η
ノ
。膿
ヨ

y
作

ν
y
各
種
滅
液
A

何
レ
宅
金
ク
透

第
六
巻

F『

原

箸
』」

1li 

瀬

九

’
（
第
戒
強

一
二
三
）



第
六
巻

F『

原

著
、回＆

康

瀬

三
九
四

（
第
成
時
蜘

一
二
例
〉

明
エ
シ
ア
軽
度
ノ
黄
金
色
調
ヲ
帯
ピ
タ

7
0

d
l
．
賢
騒
第
一
、
血
清
食
堕
水
、
原
漏
海
、
三
十
分
費
漉
液
反
ビ
百
二
十
分
費
清
液

各
々

0
・
五
経
宛
注
射
後
ノ
喰
菌
作
用

所
見
A

第
十
九
表
ヨ
リ
第
二
十
二
表
迄
及
ピ
第
十
七
闘
ヨ
リ
第
二
十
闘
迄
示
ス
ガ
如
ジ
。

。
。

。

。

。

喰前作用＝聖母スJレ食糧1Jt稀韓正常家兎血清0.5tt!iノ影響
（二盟主主i

！七 I I I I回 1
le;そ l101.0I 3913.51 401.5；邑 l

和｜会主｜ I I 1 三 l
第二＋表喰荷作用ュ封スル細雨一感染後七日目膿胸膿原i癒液0.5括

／影響（二頭分平均）

喰菌卒＝7.00

第＋丸表

一告別前

射

後

i息

液

1主

菌

血粍数主幹 白血球二百個計上
液内ト
一白培
立血減 喰 菌 子

%｜喰｜菌%｜喰｜菌方球比

注

I§~ I 0 I : I 。IsI 0 I 0 射前

商； I~~ I 川叶川~I 19.51 91.01三J o I o 
被； 1 主｜川…叫oi ョ｜叶叫 ~I 0 I。
ii~~ I門川州三 jis.oj 10s.5j ~ j o [ o 

射 ~I~i ! 25.01阿川 51川叶：I 0 I 0 
後 ~I§; I 川叶川 ~I 刈叶 ~I o ! o 

1~ I i ~ I 14·01 川叶 ~1 叶 60.01 ~ I o I o 
総和 i i七巴~~ 吾4ミi lll.5i GOO.iii一7一12.一oi~ 河 i 喰商卒＝8.91



引 0llil "I 
T33·.~ 152.51 －~ ~「
I 2s.o[ 136.01 ~ I 0 I 
1 刈叶~ I 0 I 
きい5.5［叶： I川
会i3o.o［川5f川
三I26.o/ 120.0. ~ I o I 

日食Wi作用＝Jfスル細菌感染後七日目膿IJ向膿三十分煮減液0.5施ノ影響（二頭分平均）

上例百

商

。

。

。
。

。
円

。

予4

五
九
、
｛
〕

六
七
、
｛
）

六
八
、八

球

一

日

一

0

0
0

一
Q
り

J 0 i 
:tl.O戸可

22.0戸司
25.51.川
川 131.0I 

川川

第二＋ー義

白血粍数率｜
液内ト 目

一白増
立血減
方球比

第
六
巻 子

。

｝訂喰

。

菌

液

注

射

後

F『
原

著
........ 

康

瀬

日食菌室容＝13.68 
手官

喰菌作用品針スJレ細繭・感染後七日目膿胸膜百二十分煮鴻液0.5；路ノ影響（二頭分平均）

血粍数率 白 血 球 一 百 個 言十 上一
波内ト
一白増 中性多型核 i林 巴 球
カ：血滅 喰 商 子

%｜喰｜菌 %｜喰｜菌方球上ヒ

注

I ~ 三！ ｜き｜ 。｜ラ｜射 。 。 。 。
前

~ I 実 qI 34.511川町｜ぅ｜吋向き｜ 。
菌
分 e土コ ヨプ＝" 

川… 162.0I ~ I 26.0卜部o/~ I 。
液

時関 I 言g て三 ｜ ｜ 川 1叶 2川 ~1 州72.51 ~ I 。
法

30.0 J . 149.5 1 川 ~1 叶吋三 ！ 。
射

後 川州民o.oI宅！小刈ミIo ! o 問。呈

~： I ~ ~ I 24.0 J川川三｜川J1吋：I寸7
縛． Ii三｜川 846.0/ 1川電｜手官

喰菌室事＝13.18

第二＋ニ表

九
五

（
第
京
競

一
三
五
〉



総
i（
~
【国語
柳】
塩
類
E

第
十
七
刷
各
種
可
検
材
料
ト
喰
細
胞
郵
日
食
」
ト
ノ
関
係

T
 

（
第
十
九
夫
乃
~
第
二
十
二
表
参
照
）

一
一
一
一
血
法
食
駁
水
O.f>Jl'.jj
加
1.11i11l'.l.O
立
山

一
原
11&.liX.

0.5川
目
的
淡
1.0
犯
｜

日
一
・
一
・
一
三
十
分
式
総
液
0
抗
力
目
的
液
1.0
立d
註
射
ノ
場
合

rr 
百
二
卜
分
，

ttih!ti夜
O.G~1：

加
的
液

l.O)YL)
（
以
下
第
二
十
陥
Ii
主
之
ニ
当
事
ズ
）

tI~:t二三ごゴ：
2

• 

5在、
/
0

4
え

。ーマ言
JO
J
マ

2
"
 

4' 

一一一一＋＜
U
t
i
k
＇
佳
品
咋
問

第
十
八
個
各
種
可
検
材
料
ト
被
昨
日
i数
「
的
」
ト
ノ
関
係

（
第
十
九
表
乃
王
第
二
十
二
表
参
照
）

画

。
一
寸
古

一一一一一一一一－
•:!i..•ut.J象~

.
.
.
時
間

.
 

"
 

11\~4( 
（
事
長
様
繋
I
 1140 

第
十
九
間
各
種
iiJ
検
材
料
ト
日
食
1¥¥i
子
数
「
子
」
ト
ノ
閥
係

（
第
十
九
表
乃
至
第
二
十
ニ
表
参
照
）

15• 

/00 

↑＇Ul ~ d; 
第
二
十
闘
各
種
可
検
材
料
＝
ヨ
ノ
レ
血
液
皐
位
容
積
内
白

血
球
数
ノ
推
移
f増
減
比
率
二
テ
示
ス
）

（
第
十
九
表
乃
至
第
二
十
二
表
参
照
）

t'・I 
ftT
川

i藍
眠
躍
聴

(
 1
 ）
~
累
壁
掛
「
~
J

h
署
長
~
11
回
11
十
令
将

懲
鑓
1¥
Ii'¥
く
111
十
ー
令
血

綜
！
’
軍
ヘ

111~
く
十
同

令
E
tn 
:=-, 

1
室

~!Ill~

ま
ま
も
ふ
ミ
ミ
電
車
堅
手
芸
ふ

居
館
制
覇
今
冬
同
匂
医
理

堤
I¥

Ii'\
く

11
世

~!Ill"

8' 
111
十
く
矢
報
翠
想
起
I¥
Ii'¥
く

E
堂

~!Ill’
ト
mil
＋
令

将
慢
去
さ
I
 
I
 t~、
く
！
世
E

!JI:
：：主題官
h
蛍
も
が

p、
。
哨
-K
ホ
r、
、
ふ
く
民

館
鑓
I)

Ii'\
く

11
世
i~!Ill

IJ 
~Ii'\

毒
草
川
純

11
h
く

十
同
毛
田
ホ
h
庁
。
柑

題
意
単
組
主
実
画
審
ヘ
ゆ
世
E

~
I
I
：
匙
み
ミ
掛
く

zミ
，
K



他
ニ
者
ノ
各
時
間
－
一
於
ケ
Y
夫
ヲ
建
－
一
凌
駕
ジ
タ

y
。
総
和
A

百
二
十
分
業
繍
液
動
物
一
七
一ニ・

O
ト
三
十
分
業
鴻
液
注
射
動
物
二
ハ
四
・
五
ト

A

何
レ
モ
他
二
比
ジ
優
秀
－
一
シ
ア
前
者
僅
カ
ノ
差
ヲ
以
，
プ
最
大
、
原
掠
液
注
射
動
物
A

一
一
一
・
五
－
一
シ
ア
最
小
ナ

Y
血
清
食
聾
水
注
射
動
物

一
O
一・

O
ヨ
リ
僅
カ
ユ
大
ナ
Y

－
一
過
ギ
ザ
リ
キ
。

（
二
）
被
喰
菌
数
「
菌
」
ノ
推
移
ヲ
観
Y

－
一
血
清
食
臨
水
－
一
ア
A

一
時
間
目
僅
カ
ニ
増
加
シ
ア
最
大
教
ト
ナ
リ
、
原
滞
液
－
一
－
7

A

三
十
分
目
迄
増

加
セ
ジ
モ
一
時
間
白
川
却
ア
減
少
ジ
後
増
加
シ
ア
二
時
間
目
最
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
鴻
液
－
一
－
7

A

十
五
分
目
最
大
、
百
二
十
分
業
鴻
液
－
一
ア

A

三
十
分
目
λ

十
五
分
目
ヨ
リ
減
少
セ
ジ
モ
之
ヨ
リ
ノ念
－
一
増
加
ジ
ア
一
時
間
目
最
大
ト
ナ
リ
、
原
誠
液
－
一
ア
A

二
時
間
目
以
後
ノ
減
少
度
他
－
一

比
ジ
甚
ダ
急
激
ナ
リ
キ
。
総
和
A

百
二
十
分
業
繍
波
注
射
動
物
八
四
六
・

O
－
一
ア
最
大
、
三
十
分
業
瀦
液
注
射
動
物
A

八

O
三・

o
＝
ジ
ア
前
者

ヨ
リ
僅
カ
ノ
差
ヲ
以
ア
小
ナ
リ
シ
モ
業
協
液
－
一
－
ア
A

何
レ
モ
他
二
者
－
一
比
ジ
進
－
一
催
日
ノ
、
原
漏
液
注
射
動
物
六

0
0
・
五
二
シ
ア
第
三
位
ナ

Y

毛
柔
櫨
液
注
射
動
物
ニ
比
ジ
大
ナ
Y
差
ヲ
以
－
7
劣
9
、
血
清
食
盟
水
注
射
動
物
三
九
六
・
五
二
シ
ア
最
毛
劣
弱
ナ

y
キ。

（
三
）
喰
菌
子
敷
「
子
L

A

何
レ
ノ
注
射
材
料
－
一
ア
モ
略
々
菌
ノ
推
移
ト
同
ジ
夕
、
総
和
A

百
二
十
分
業
鴻
液
注
射
動
物
一

O
一
九
－
h
一
、
三
十

分
実
鴻
液
注
射
動
物
九
六
七
・
五
A

僅
カ
ノ
差
ア
以
－
ア
前
者
最
大
ナ
Y

モ
何
レ
モ
・
耕
然
他
ヲ
抜
キ
全
ク
箕
ノ
追
従
ヲ
許
ナ
ズ
、
原
鴻
液
注
射
動

物
ヲ
以
－
プ
ノ
成
績
A

最
小
－
一
シ
ア
七
一
二
・

o、
血
清
食
臨
水
注
射
動
物
（
劃
照
）
A

夏
ニ
下
リ
ア
四
九
七
・
五
ヲ
示
シ
タ

9
0

（
四
）
血
液
車
位
容
積
内
白
血
球
数
A

血
清
食
瞳
水
、
三
十
分
及
ピ
百
二
十
分
業
繍
液
ニ
ア
A

十
五
分
目
僅
カ
ニ
注
射
前
ヨ
リ
ノ
モ
減
少
セ
シ

モ
原
誠
液
－
一
ア
A

菌
液
注
射
後
究
第
三
増
加
シ
三
十
分
業
鴻
液
－
一
－
7

A

一
時
間
目
、
他
A

二
時
間
目
最
高
ト
ナ
リ
ノ
葉
ノ
後
減
少
セ

y
。

和
及
ピ
増
減
比
率
A

何
レ
毛
原
鴻
液
注
射
動
物
最
大
ナ

y
シ
モ
大
差
ナ
カ
リ
ノ
キ
。

y
ノ
綿

口
、
賓
輪
第
二
、
血
清
食
堕
水
、
原
漉
液
、
三
＋
分
費
漕
液
反
ビ
百
二
＋
分
査
漉
液

各
h

こ
・

O
耗
宛
注
射
後
ノ
喰
菌
作
用

所
見
A

第
二
十
三
表
ヨ

9
第
二
十
六
表
迄
及
ピ
第
二
十
一
闘
ヨ
リ
第
二
十
四
園
迄
ユ
示
ス
ガ
如
シ
。

第
六
巻

F『

磨、

著
u 

!Ii 

瀬

三
九
七

（
第
戒
曲
部

一
二
七
〉



喰菌作用＝望号スル食塩水稀蒋正常家兎血清l.Ot§ノ影響（二頭

個

中性多型核 l淋 巴 .r:K 

－ーと｜喰｜菌｜干つ占llii
! I~ 三 l プ 1--"_. ~ bt1l ~日八一
菌iiI ~ ; I 川•_ _:-ii .. l~~o_l_!_ l~~1I 円三 I 0 J 
It I 言 ~1 山 I 60.0 1~511 1雪I15.~~i ~ I 0 I 

法 I~ I§ ~ど到 lOLO1 ~ I吋82.作iI~ 
~I~ 引川 1 89.11 I 109.0 I ~ I叶W 三人7
i Ii ~ ！叶制｜川三｜寸断｜
~ i ~二 I 9.5 f 山 .0I 41.51三｜リ.5／沼

縛 I~~ Iーい~ぺ 5川 ~I

第三＋三表

第
六
巻

F「
原

著
w 

巌

瀬

。
。

（｝ 

。

（｝ 

｛｝ 

（｝ 

｛｝ 

。

百球

子

血

後

菌

白

喰

血粍敏空宇
液内ト
ー白増
立血減
方球比

射

液

喰菌室事＝6.37
利

九
j¥ 

（
第
式
競

一
二
八
）

喰菌作用＝濁スル細菌感染後七日目膿胸膿房、憾液l.OJ)'.jjノ影響（二頭分平均）

血粍数率 白 血 球 百 個 計 上一

液一内白培ト
中性多型核 淋 巴 球

Jt.血滅 喰 関 子

%｜喰｜菌 %1喰｜菌方獄、比

法~~ I z三｜ 。 。 。 0 J ~ I （｝ 前

i l宅守 1 83.51 山 l空｜叶吋雪I。分。九
菌

Cコ 三五

t I~ 言｜ 91.51 1川 ~1 …川 ~I 0 i 。
液

!J8.0 I川；I 17.01 問。I~I 。
注
間｜喜三
え｜売でl川一川雪I24.5！叫ョ［ 。射
問。七

Cコ プ可

~I~ ~ I 97.51 ~ I 吋川 ~1 。後

~~ I 0 -I 川川 4!l.5I : I 10.5/ 39.01 ~ i （） 間三三
~ 

I~~ I 川…川 ~I和
喰醇i卒＝7.72

第ニ＋回表



第二＋五衰

I白粍数率 白 血 球 一 百 伺 計 上一
液内卜

中性多型核 淋一白増減 巴 球

方立球血比
喰 菌 子

%1喰｜商 %｜喰｜菌
射注 。 。 。I~ i 。
前

i／三二l川川 I川三I28.い.oj5 j 。分。ー
菌

rコプ匂

t l言三l山 1山｜刊さI22.511吋 ~1 。
液

長｜言語［ 26.51130.0 / 1品川雪I26.511叶三｜ 。
注

面l雪量l31.0 I 1叶却8.51 ~ I什1叶三｜ 。身す

=1乏て（ 川 123.0/ 149.51 ~ I 26.い.ojぅl 。
後 間呂三

24.0 I… 131.0 I ~ I川1川三［ 。問。一
にコ ー一

高息

Ii~ I山｜…川！I喰菌率＝13.40 和

喰菌作用ユ封スノレ細菌感染後七日目膿胸膜三十分煮鴻液1.0沌ノ影響’二頭分卒均｝

第
六
巻

F、
原

著、.....j

康

語R

第二＋穴表

血粍数率 白 Jfll 球 一 百 個 計 上一

一液立血内白増滅ト 中性多型核 淋 巴 球
喰 菌 子

%｜喰 l菌 %｜喰｜菌方球比

射注 1~ 三｜ 。 。 。 0 I ~ I 。前

主｜会二 1 25.51 川…： I 叶叶 ~1 。分六口
菌

亡コ ＝＝ 

+J去三！ 27.51 l川 i 川 ~1 叩什き｜ 。
液

"', 拘 C二〉＝＝

31.0 1-14.8.5 I川三｜叫 I吋三｜ 。
詮

面 I~ ；I 22.5 I 113.51 136.0 I ：~ Iベ川三｜ 。
射

;1~τ ｜ 20.5 r川 111.51 ~ I 20.G 。
後 間凶ーCコ三E

~~ l喜三｜川叶＂ 0I~ h叶L叫ョl 。
線

交ニ亡プコq 九セ＂＂ I 146.0 I 676.ll I 822.0 豆r団、 牽’=11 訓
和

喰菌作用＝封スJレ来目前感染後七日目膿胸膿百二十分煮鴻液1.0路ノ影響（二頭分平均）

三
九
九

ハ
第
戒
－
波

一
一
一
丸
）



年寄
K
~
【
医
抑
】
省軍
寮

ー
ー
ー
一
一
一
、
ι
討
＜
l
~
モ
屋

、
1『

（撚
'j;::(望書
11110) 

第
二
十
四
聞
各
種
iiJ
検
材
料
ユ
ヨ
ル
血
液
単
位
宮
前
内
白

血
球
蚊
ノ
f程
修
（
増
減
比
す
；
＝
テ
ボ
ス
J

（
第
二
十
三
夫
乃
示
第
二
十
六
ft.
多
照
）

i藍
眠
提
出

（
｜
）
密
雲
量
言
語
「
~
J

h
事選ミ
11
長
短
相
盤
特

時
制
11
十
令
材
、選
選
11

I＼
＞
く
十
ト
司
令
rm
m
 ';:'>. l
 
11 

←
令
rm
；
；
昔
話
も
ふ
導
器

不
章
子
黒
ふ
’

E:;二
岩
選

•I

I＼
＞
く
十
ト
司
令
E
m
 ';:'>. 
1
 

世
豆
r
m
~
援
も
ふ
選
羽

11 
i罫
黒
ふ
寧
斗
I¥'
11
堂

~!Ill噌
＋
＜
ム
ホ
h
’
回

11
十
令
鰍
題
提
ti
ti'¥' 

十
ト
司
令
E
m
 r、
持
議
』
l

空F主主お
1
1主
5
t
m噌＋＜

占
本
~
＂
＂
＇
。
き
霊
長
け

II

十
に
た
柑
穆
遅
刻
客
商
容

l
同
〈
・
同
J
 ·~
曜
＋
＜
＂

同
1
l・
ト
〈
食
材
寝
遅
刻
蓮
宗

画
審
l
m-1ζ
・
0
.,
 ''"' 



之
レ
－
一
次
ギ
、
原
誠
液
注
射
動
物
二
剛
二
者
－
一
比
シ
甚
グ
小
ニ
ジ
ア
一

（U
一九
・
玉
、
血
清
食
勝
一
水
注
射
動
物
A

一
O
了
五
ニ
ア
最
小
ナ

y
キ。

（
二
）
一
被
喰
菌
数
「
菌
」
ノ
推
移
ヲ
甑
y
－
一
血
清
食
時
間
水
－
一
ア
十
五
分
自
ヨ
？
三
十
分
目
迄
減
少
セ
ジ
外
他
A

何
レ
モ
十
五
分
目
ヨ
リ
攻
第
二

増
加
シ
、
血
清
食
醸
水
、
原
鴻
液
及
ピ
三
十
分
業
鴻
液
－
一
ア
A

二
時
間
目
、
百
二
十
分
業
滅
液
－
一
－
7

A

一
時
間
目
最
大
－
一
達
ジ
以
後
減
少
セ

9
0
総
和
三
二
十
分
業
縮
液
注
射
動
物
七
八
八
・

O
ユ
ジ
ア
耕
然
他
ヲ
抜
キ
優
秀
、
百
二
十
分
業
鴻
液
注
射
動
物
六
七
六
・

O
ニ
ア
第
二
位
ヲ
占

メ
、
原
鴻
液
注
射
動
物
五
二
ハ
・
五
ニ
ア
第
一
ニ
ニ
位
ジ
、
血
清
食
臨
水
注
射
動
物
四
二
ニ
・
五
ニ
ア
最
小
ナ

y
キ。

（
三
）
喰
蘭
子
数
「
子
」
ノ
推
移
A

「
菌
」
ノ
推
移
ト
同
一
閥
係
ヲ
示
シ
、
業
滅
液
注
射
動
物
ノ
各
時
間
二
於
ケ
山
戸
数
A

百
二
十
分
業
鴻
波
注
射
動

物
ノ
二
時
間
目
ノ
敷
ガ
原
鴻
液
一
一
於
ケ
Y
夫
－
一
僅
カ
ニ
劣
リ
シ
外
凡
ア
他
－
一
比
シ
甚
グ
優
秀
ナ
リ
キ
。
其
ノ
線
和
モ
茶
漉
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注
射
動
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、
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運
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櫨
液
注
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物
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・
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－
一
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然
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・
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．
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．
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鴻
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績
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喰
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菌
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－
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第
六
傘

型
一
核
白
血
球
数
ぐ
肌
協
椛
注
射
動
物
ヨ
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小
－
一
－
プ
ア

y
乍
ラ
其
ノ
喰
蘭
子
数
A

造
ニ
生
鴻
液
ノ
夫
ヲ
凌
駕
シ
タ

y
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二
十
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出
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～
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Zun孟.chstinjizierte口 wir in die eine Brusthohle von Kaninchen 0,5 ccm Terpentinol. Nach Verlauf von 24 

Stunden wurde das so entstandene Exsudat aspiricrt, um dann die Brusthc出le einige Male mit physiologischer 

Kochsalzlosung zu spulen. Danach i吋iziertenwir die Brusthohle mit Staphylococcus pyogenes aureus, indem I.~ ccm 
der 24-stundigen Bouillonkultm des Erregers direkt in die Brusthiihle hint:ingespritzt wurde. Die Ergebnisse der 

Verst』chei.iber die die Phagezytose beeinflussende Eigenschaft der Filtrate des 24-sti.indigen bzw. 3-tagigen oder 

7 tagigen Eiters sind in den folgenden Tabellenじnthalten:

Tabelle I. 

Ergelmi時eder Versuche mit 《lem24 stiindigen Empyヒm引ter.

Menge 
.¥rt des Antigens 

ccm 

Verdiinntes Seruml) 

orig. Fi lt r~tゴ）

l''.K. 30川｝

F.K. 120刈）

0,5 

0,5 

0,5 

0,5 

Venliinntcs吋ernml)I 1,0 

nri日.Filtγa12i I 1,0 
F.K. 301~ ＞ I 1,0 
F.K. 120ベJ I 1,0 

Zahl <!er 
phagoχytiercnden 
Zピ！kn

I Zahl d町
pha目。ιytierten
Kok ken 

Phaεozytat G凶 a1ntewe1日e
Zcllcn 

’

c
 
d
 
t
 

n
l
 
ヒーm
 

L
 
r
 
，、、ー

90,0 

106,0 

455,0 

6叫 0

543,0 

551,0 

545ρ 

706,0 

651,0 

673,5 

I’h~goznose 

十三柳

I) わasI: 1 mit 0,85 proz. NaCl-L明 日n江町：r<liinntesNorm~.11、九ninchensemm.
2) Ke＂＇＂凶ltratdes I : I mit 0,85 pmん NaCl-Losun:,:verdiin山 nund dann in einem bei 100。csiede1Hlen W品目bade5 illin. Jang erhitl!cn 
Empyemei1er>. 
3) Das obi伊 Filtrat(o同.Filtrat), gehaltじneine halbe Stumle la吋 ineinem bei 100℃ 叫1kn<lenW脳 erbacle.
4) Das originalc Filtrat, eihitzt ~ Sturnlcn lang in einem bei 100。Csied・：nden¥¥' asserbadc. 

車産i（毒事 【田監 事相】 街頭E

108,0 

122,5 

134,5 

151,0 

170,5 

116,0 

686,o 

8,1-3,0 

901,5 

70句

820,5 

994,0 

1072,0 

822,5 

61140 

72540 

65420 

74700 り，03

50440 

54420 

54020 

51640 

l(i,26 

18,26 

19,84 

I 5，リ2

Eri:04J （終極豊富 1111・l;l)
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Tabelle II. 

Ergelmisse der Versuche mit dem 3-tiigigen Empyemcit町．

Zahl der 

Art des Antigen' ! phago1ytierenckn ph~ょHυ1χ4ytierten 
ccm χt!len ken 

I C:csam…l I三oe而χicnt,Jer Zdlcn I' Ii agoノ）t<≫e

Verdiinn 0,5 150,0 749,5 89リ，3 8844.0 10,17 

川 ig. Filhαt~） 0,5 147,5 8o久o 955,5 94880 10,07 

F. i王.30’3) 0,5 150,0 846,5 996,5 85340 11,68 

F.K. 12014) 0,5 150,0 743,0 893,0 87320 10,23 

Verd川nnte'SerumlJ 1,0 105,5 538,5 644ρ 60700 ！叫61
ong. Filtral~l r,o ’31,0 562,5 693,5 62820 : 11,08 

F.K. 30廿） 1,0 159,5 743,5 903,0 62160 I 14,52 

F. Iζ. 120叫） I官。 l 143,5 665,5 809,0 白440 I 13,39 

I) 2) 3) u. 4) wic bei Tab. I. 

Tebelle Ill. 

Ergel.misse der Versuche皿itdem 7-tagigen Empye皿じiter.

Menge Zahl der Zahl der (;c,,1mle w巴1sse Koe伍zientder 
Art de:, Antigen:, phaguχytierenden ph~.く~；：~、｛~~rten I》ha邑oz.ytat Zell en Phagozytose 

ccm χelkn 

Verdiinntes Seru回 1) 0,5 101,0 396,5 497,5 7108o 7,00 

orig. Filtrat2) 0,5 111,5 旬。，E 712,0 799日3 8,91 

F.K. 3o'・リ 0,5 164,5 So3,0 967,5 70720 13,68 

F.K. 120刈） 0,5 i73,o 846,0 1019,D 77320 13,18 
一 一一一一一一ー←ー



γ目ιliinr】t出 Sernn

orig. Filtro t2J I 1,0 
F.K. 30’S) I 1,0 
F.K. 120ノ4l I 1,0 

101,5 

109,5 

158,5 

146,0 

4• 3,5 
516,5 

788,0 

676,0 

515,u 

626,0 

946,5 

822,0 

8o900 

81080 

70640 

69620 

7
z
o

－－
 

司、JV

句’’
aa
司・
r

，A

，
，
，， 

6｛

7

S

I
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－

 

I) 2) 3) ll・4)wie bei Tab. I. 

Tebelle IV. 

Das Verhalten d出 Ph:igozytosenkoe伍zientenzu dem Alter des Empyemeiters. 

Die von der Infektion l¥lenge des Pha日ozytosenkodli,icntbei 
der Brm;thohle bis zur Filtrates des 

Unte rsucl~~：；；n d<>s Eilers ι1ters 
Verdiinnt凶 SerumI 

ー一一一 一一一 一

abgel e Zeit L'Cl11 のrig.Filtrat F.K .. ;o’ 

一一一一一 ，ー一一

24 Studen 
0,5 S,91(1,00) 9,73(r,oリ） 9,80(1,10) 

1,0 1(i,26(1,oo) 18,26(1,12) 19,84(1,22) 

3 Tage 
0,5 10,17(1,00) J0,07(0,c)9) 11,68( 1, 1 5 ¥ 

1,0 10,61( 1,00) 11,08(1，叫） 14,52( 1,37) 

7 1、：＞gc 0,5 7,00(1,00) 8,91(1,z;) 13,68(r，叶5)

I,c、 6,37(1,00) 7,72(r, r8) 13,40(2,10) 

Ergebnisse. 

1) Der Empyじme山 r,clcrじI討tnach 24 Stundcn nach der Infcl壬tio叩11 Cl山 01111

minimalc Menge lint》ヒdin. Dじrdurch E. 1三.w' hcrbcig-巴flihrtじ Kl下C而zientclcr 1》hagozytosewar clabc、iI,I bzw. 1,2. 

2) Der 3 Tagじ alteE川 小 川 citcrcrg・ab F. K. 30' mitιlcm Phagozyto山 1kocffo:.icntcnnm  r,r5 IJ1.w. r,37,w:ilト

rend sich derselbe beim 7 Tag心 λ！ten Empyじmcitcrals I ,9) bzw. 2, I envies. 

3) Dai市 istersichtlich, dass der Impじdi1己ha im En 

bereits von f(，どztao」，ピtbei Reinkuluturじn nachgcwic北 n wurde （八utorcfcrat）ー

相~4（ ~ 【~紳】 骨量 需要 !SIO-tそ 〈総信書5 1 111 iり


